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添付資料－１ 

 

福島第二原子力発電所１号機 時系列 

 

平成２３年３月１１日（金） 

１４：４６ 当該地震。 

１４：４８ 原子炉自動停止（「地震加速度大トリップ」発生）,全制御棒全挿入。 

１４：４８ 富岡線１回線停止（２号トリップ，１号により受電継続）。 

１５：００ 原子炉未臨界確認。 

１５：２２ 津波第一波確認（以降，１７：１４まで断続的に津波確認）。 

１５：３３ ＣＷＰ（Ｃ）手動停止。 

１５：３４ Ｄ／Ｇ（Ａ）（Ｂ）（Ｈ）自動起動／直後に津波の影響により停止。 

１５：３６ ＭＳＩＶ手動全閉。 

１５：３６ ＲＣＩＣ手動起動（以降，起動停止適宜発生）。 

１５：５０ 岩井戸線全停止（２号停止，１号は点検のため地震前より停止中）。 

１５：５５ 原子炉減圧開始（ＳＲＶ自動開）（以降，自動及び手動開閉による炉圧制御）。 

１５：５７ ＣＷＰ（Ａ）（Ｂ）自動停止。 

１７：３５ 「ドライウェル圧力高」警報発生。 

同日 15 時 37 分頃アラームタイパーに「MSIV 原子炉水位低（L-2）」の記録があり，

圧力上昇の原因がＰＣＶ内における原子炉冷却材漏えいの可能性も否定できなか

ったことから，原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原子炉冷却材漏

えい）が発生したと判断。（その後，関連するパラメータを確認した結果，原子炉

冷却材の漏えいは確認されなかったことから，同日 18:33 頃に当該事象には該当

していないものと判断した）。 

１７：５３ Ｄ／Ｗ冷却系手動起動。 

１８：３３ 原子炉の除熱機能をもつ設備の海水ポンプが起動確認できなかったことから，原

災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原子炉除熱機能喪失）が発生した

と判断。 

 

平成２３年３月１２日（土） 

０：００ ＭＵＷＣによる代替注水開始。 

３：５０ 原子炉急速減圧開始（熱容量制限における運転禁止範囲に入ったため）。 

４：５６ 原子炉急速減圧完了。 

４：５８ ＲＣＩＣ手動停止（原子炉圧力低下に伴う運転停止）。 

５：２２ Ｓ／Ｃ温度が１００℃以上となったことから，原災法第１５条第１項の規定に基

づく特定事象（圧力抑制機能喪失）が発生したと判断。 

５：５８ 制御棒１０－５１ ＰＩＰ異常警報発生。 

６：２０ ＦＣＳ冷却水（ＭＵＷＣ）使用によるＳ／Ｃ冷却実施。 

７：１０ ＭＵＷＣ使用によるＤ／Ｗスプレイ実施（以降，適宜実施）。 

７：３７ ＭＵＷＣ使用によるＳ／Ｃスプレイ実施（以降，適宜実施）。 

７：４５ ＦＣＳ冷却水（ＭＵＷＣ）使用によるＳ／Ｃ冷却停止。 

１０：２１ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成開始。 
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１０：３０ 制御棒１０－５１ ＰＩＰ異常警報クリア（その後，数回発生／クリア）。 

１３：３８頃 岩井戸線１回線受電（２号復旧完了）。 

１８：３０ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成完了。 

 

平成２３年３月１３日（日） 

５：１５頃 岩井戸線２回線受電（１号復旧完了）。 

２０：１７ 残留熱除去機器冷却海水系ポンプ（Ｂ）手動起動。 

       （P/C 1WB-1 より仮設ケーブル敷設，受電） 

２１：０３ 残留熱除去機器冷却系ポンプ（Ｄ）手動起動。 

       （モータ交換／P/C 1WB-1 より仮設ケーブル敷設，受電） 

 

平成２３年３月１４日（月） 

１：２４ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（Ｓ／Ｃ冷却モード開始）。ＲＨＲ（Ｂ）の起動により，原

災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原子炉除熱機能喪失）発生の解除

を判断。 

１：４４ ＥＥＣＷ（Ｂ）手動起動。 

      （モータ交換／高圧電源車より受電） 

３：３９ ＲＨＲ（Ｂ）Ｓ／Ｃスプレイモード開始。 

１０：０５ ＲＨＲ（Ｂ）ＬＰＣＩモードにて原子炉へ注水実施。 

１０：１５ Ｓ／Ｃ水温が１００℃未満になったことから，原災法第１５条第１項の規定に基

づく特定事象（圧力抑制機能喪失）の状態から回復したと判断。 

１６：３０ ＦＰＭＵＷによりＳＦＰへ注水開始。 

１７：００ 原子炉水温度が１００℃未満になり原子炉冷温停止。 

２０：２６ ＦＰＣ（Ｂ）循環運転開始。 

２２：０７ モニタリングポスト（No.1）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

 

平成２３年３月１５日（火） 

 ０：１２ モニタリングポスト（No.3）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

 

平成２３年３月１６日（水） 

０：４２ ＲＨＲ（Ｂ）ＳＦＰ冷却開始。 

１０：３０ ＳＦＰ水温度約３８℃確認（当該地震発生前の水温に復帰）。 
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福島第二原子力発電所２号機 時系列 

 

平成２３年３月１１日（金） 

１４：４６ 当該地震発生。 

１４：４８ 原子炉自動停止（「地震加速度大トリップ」発生）,全制御棒全挿入。 

１４：４８ 富岡線１回線停止（２号トリップ，１号により受電継続）。 

１５：０１ 原子炉未臨界確認。 

１５：２２ 津波第一波確認（以降，１７：１４まで断続的に津波確認）。 

１５：３４ Ｄ／Ｇ（Ｈ）自動起動／直後に津波の影響により停止。 

１５：３４ ＭＳＩＶ手動全閉。 

１５：３５ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（１５:３８停止）。 

１５：３５ ＣＷＰ（Ｃ）手動停止，ＣＷＰ（Ａ）（Ｂ）自動停止。 

１５：４１ Ｄ／Ｇ（Ａ）（Ｂ）自動起動／直後に津波の影響により停止。 

１５：４１ 原子炉減圧開始（ＳＲＶ自動開）（以降，自動及び手動開閉による炉圧制御）。 

１５：４３ ＲＣＩＣ手動起動（以降，起動停止適宜発生）。 

１５：５０ 岩井戸線全停止（２号停止，１号は点検のため地震前より停止中）。 

１８：３３ 原子炉の除熱機能をもつ設備の海水ポンプが起動確認できなかったことから，原

災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原子炉除熱機能喪失）が発生した

と判断。 

１８：５０ 「ドライウェル圧力高」警報発生。 

２０：０２ Ｄ／Ｗ冷却系手動起動。 

 

平成２３年３月１２日（土） 

４：５０ ＭＵＷＣによる代替注水開始。 

４：５３ ＲＣＩＣ自動停止（原子炉圧力低下に伴う運転停止）。 

５：３２ 圧力抑制室温度が１００℃以上となったことから，原災法第１５条第１項の規定

に基づく特定事象（圧力抑制機能喪失）が発生したと判断。 

６：３０ ＦＣＳ冷却水（ＭＵＷＰ）使用によるＳ／Ｃ冷却実施。 

７：１１ ＭＵＷＣ使用によるＤ／Ｗスプレイ実施（以降，適宜実施）。 

７：３５ ＭＵＷＣ使用によるＳ／Ｃスプレイ実施（以降，適宜実施）。 

７：５２ ＦＣＳ冷却水（ＭＵＷＰ）使用によるＳ／Ｃ冷却停止。 

１０：３３ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成開始。 

１０：５８ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成完了。 

１３：３８頃 岩井戸線１回線受電（２号復旧完了）。 
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平成２３年３月１３日（日） 

５：１５頃 岩井戸線２回線受電（１号復旧完了）。 

 

平成２３年３月１４日（月） 

３：２０ ＥＥＣＷ（Ｂ）手動起動。 

      （P/C 3D-2 より仮設ケーブル敷設，受電） 

３：５１ ＲＨＲＳ（Ｂ）手動起動。 

      （P/C 1WB-1 より仮設ケーブル敷設，受電） 

５：５２ ＲＨＲＣ（Ｂ）手動起動。 

      （P/C 1WB-1 より仮設ケーブル敷設，受電） 

７：１３ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（Ｓ／Ｃ冷却モード開始）。 

 ＲＨＲ（Ｂ）の起動により，原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原

子炉除熱機能喪失）発生の解除を判断。 

７：５０ ＲＨＲ（Ｂ）Ｓ／Ｃスプレイモード開始。 

１０：４８ ＲＨＲ（Ｂ）ＬＰＣＩモードにて原子炉へ注水開始。 

１５：５２ 圧力抑制室温度が１００℃未満になったことから，原災法第１５条第１項の規定

に基づく特定事象（圧力抑制機能喪失）の状態から回復したと判断。 

１８：００ 原子炉水温度が１００℃未満になり，原子炉冷温停止。 

２２：０７ モニタリングポスト（No.1）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

 

平成２３年３月１５日（火） 

 ０：１２ モニタリングポスト（No.3）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

 

平成２３年３月１６日（水） 

１：２８ ＲＨＲ（Ｂ）ＳＦＰ冷却開始。 

１０：３０ ＳＦＰ水温度約３２．５℃確認（当該地震発生前の水温に復帰）。 
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福島第二原子力発電所３号機 時系列 

 

平成２３年３月１１日（金） 

１４：４６ 当該地震発生。 

１４：４８ 原子炉自動停止（「地震加速度大トリップ」発生）,全制御棒全挿入。 

１４：４８ 富岡線１回線停止（２号トリップ，１号により受電継続）。 

１５：０５ 原子炉未臨界確認。 

１５：２２ 津波第一波確認（以降，１７：１４まで断続的に津波確認）。 

１５：３４ ＣＷＰ（Ｃ）手動停止。 

１５：３５ Ｄ／Ｇ（Ａ）（Ｂ）（Ｈ）自動起動／直後に津波の影響によりＤ／Ｇ（Ａ）停止。 

１５：３６ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（Ｓ／Ｃ冷却モード開始）。 

１５：３７ ＭＳＩＶ手動全閉。 

１５：３８ ＣＷＰ（Ｂ）手動停止。 

１５：４６ 原子炉減圧開始（ＳＲＶ自動開）（以降，自動及び手動開閉による炉圧制御）。 

１５：５０ 岩井戸線全停止（２号停止，１号は点検のため地震前より停止中）。 

１６：０６ ＲＣＩＣ手動起動（以降，起動停止適宜発生）。 

１６：４８ ＣＷＰ（Ａ）手動停止。 

１９：４６ 「ドライウェル圧力高」警報発生。（ＲＨＲ（Ｂ）Ｓ／Ｃ冷却モードからＬＰＣＩ

モードに自動切替）。 

２０：０７ ＲＨＲ（Ｂ）ＬＰＣＩモードからＳ／Ｃ冷却モードに切替。 

２０：１２ Ｄ／Ｗ冷却系手動起動。 

２２：５３ ＭＵＷＣによる代替注水開始。 

２３：１１ ＲＣＩＣ手動停止（原子炉圧力低下に伴う運転停止）。 

 

平成２３年３月１２日（土） 

０：０６ ＲＨＲ（Ｂ）原子炉停止時冷却系（以下，「ＳＨＣ」）モード構成準備開始。 

１：２３ ＲＨＲ（Ｂ）手動停止（ＳＨＣモード準備のため）。 

２：３９ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（Ｓ／Ｃ冷却モード開始）。 

２：４１ ＲＨＲ（Ｂ）Ｓ／Ｃスプレイモード開始。 

７：５９ ＲＨＲ（Ｂ）手動停止（Ｓ／Ｃ冷却モード及びＳ／Ｃスプレイモード停止）。 

９：３７ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（ＳＨＣモード運転開始）。 

１２：０８ 原子炉格納容器（以下，「ＰＣＶ」）耐圧ベントライン構成開始。 

１２：１３ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成完了。 

１２：１５ 原子炉水温度が１００℃未満になり，原子炉冷温停止。 

１３：３８頃 岩井戸線１回線受電（２号復旧完了）。 
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平成２３年３月１３日（日） 

５：１５頃 岩井戸線２回線受電（１号復旧完了）。 

 

平成２３年３月１４日（月） 

２２：０７ モニタリングポスト（No.1）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

 

平成２３年３月１５日（火） 

 ０：１２ モニタリングポスト（No.3）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

１７：４２ ＦＰＣ熱交換器冷却水切替（ＲＣＷ→ＲＨＲＣ）。 

 

平成２３年３月１６日（水） 

２２：３０ ＳＦＰ水温度約３４℃確認（当該地震発生前の水温に復帰）。 
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福島第二原子力発電所４号機 時系列 

 

平成２３年３月１１日（金） 

１４：４６ 当該地震発生。 

１４：４８ 原子炉自動停止（「地震加速度大トリップ」発生）,全制御棒全挿入。 

１４：４８ 富岡線１回線停止（２号トリップ，１号より受電継続）。 

１５：０５ 原子炉未臨界確認。 

１５：２２ 津波第一波確認（以降，１７：１４まで断続的に津波確認）。 

１５：３３ ＣＷＰ（Ｃ）手動停止。 

１５：３４頃 Ｄ／Ｇ（Ａ）（Ｂ）（Ｈ）自動起動／直後に津波の影響によりＤ／Ｇ（Ａ）（Ｂ）停

止。 

１５：３５ ＣＷＰ（Ａ）（Ｂ）自動停止。 

１５：３６ ＭＳＩＶ手動全閉。 

１５：３６ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（１５:４１自動停止）。 

１５：３７ ＲＨＲ（Ａ）手動起動（１５:３８手動停止）。 

１５：４６ 原子炉減圧開始（ＳＲＶ自動開）（以降，自動及び手動開閉による炉圧制御）。 

１５：５０ 岩井戸線全停止（２号停止，１号は点検のため地震前より停止中）。 

１５：５４ ＲＣＩＣ手動起動（以降，起動停止適宜発生）。 

１８：３３ 原子炉の除熱機能をもつ設備の海水ポンプが起動確認できなかったことから，原

災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原子炉除熱機能喪失）が発生した

と判断。 

１９：０２ 「ドライウェル圧力高」警報発生。 

１９：１４ Ｄ／Ｗ冷却系手動起動。 

 

平成２３年３月１２日（土） 

０：１６ ＲＣＩＣ自動停止（原子炉圧力低下に伴う運転停止）。 

０：１６ 復水補給水系（以下，「ＭＵＷＣ」）による代替注水開始。 

６：０７ 圧力抑制室温度が１００℃以上となったことから，原災法第１５条第１項の規定

に基づく特定事象（圧力抑制機能喪失）が発生したと判断。 

７：２３ ＦＣＳ冷却水（ＭＵＷＰ）使用によるＳ／Ｃ冷却実施。 

７：３５ ＭＵＷＣ使用によるＳ／Ｃスプレイ実施。 

１１：１７ 原子炉注水をＭＵＷＣ（代替注水）からＨＰＣＳに切替。 

１１：４４ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成開始。 

１１：５２ ＰＣＶ耐圧ベントライン構成完了。 

１３：３８頃 岩井戸線１回線受電（２号復旧完了）。 

１３：４８ ＨＰＣＳによる原子炉注水停止（以降，適宜実施）。 
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平成２３年３月１３日（日） 

５：１５頃 岩井戸線２回線受電（１号復旧完了）。 

１２：４３ 制御棒１０－１９ドリフト警報発生。 

 

平成２３年３月１４日（月） 

１１：００ ＥＥＣＷ（Ｂ）手動起動。 

       （高圧電源車より受電） 

１３：０７ ＲＨＲＳ（Ｄ）手動起動。 

       （P/C 3D-2 より仮設ケーブル敷設，受電） 

１４：５６ ＲＨＲＣ（Ｂ）手動起動。 

       （モータ交換／P/C 3D-2 より仮設ケーブル敷設，受電） 

１５：４２ ＲＨＲ（Ｂ）手動起動（Ｓ／Ｃ冷却モード開始）。 

 ＲＨＲ（Ｂ）の起動により，原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（原

子炉除熱機能喪失）発生の解除を判断。 

１６：０２ ＲＨＲ（Ｂ）Ｓ／Ｃスプレイモード開始。 

１８：５８ ＲＨＲ（Ｂ）ＬＰＣＩモードにて原子炉へ注水開始（１９:２０停止）（以降，起

動停止適宜実施）。 

２０：１９ 制御棒１０－１９ドリフト警報クリア。 

２１：０７ 制御棒１０－１９ドリフト警報発生（以降，発生継続）。 

２２：０７ モニタリングポスト（No.1）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

 

平成２３年３月１５日（火） 

 ０：１２ モニタリングポスト（No.3）で５μGy/h を超える放射線量を計測したことから，

原災法第１０条第１項の規定に基づく特定事象（敷地境界放射線量上昇）が発生

したと判断（線量が上昇した原因は，福島第一原子力発電所における事故に伴い，

大気中に放出された放射性物質の影響によるものと推測される）。 

７：１５ 圧力抑制室温度が１００℃未満になったことから，原災法第１５条第１項の規定

に基づく特定事象（圧力抑制機能喪失）の状態から回復したと判断。 

７：１５ 原子炉水温度が１００℃未満になり，原子炉冷温停止。 

１６：３５ ＦＰＣ熱交換器冷却水切替（ＲＣＷ→ＲＨＲＣ）。 

 

平成２３年３月１６日（水） 

２０：５９  ＲＨＲ（Ｂ）ＳＦＰ冷却開始。 

 

平成２３年３月１８日（金） 

７：３０ ＳＦＰ水温度約３５℃確認（当該地震発生前の水温に復帰）。 




